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はじめに

農業農村情報研究部会は，新たに「農業電力

と通信インフラが整備されていないような農

業農村地域」という制約が課されて学生を中

心としたグループに対して「農業農村地域に

おける情報利活用の未来図 」の公募が行わ

れた。

アイディアの着想

新型コロナウイルスの感染拡大によって，

予測できない事態になり急激に生活が変化し

た。生活の変化により，外出の自粛や社会的な

交流の制限が要求され，仕事や授業のオンラ

インで行われるようになった。こうした環境

の変化は大きなストレス要因になり，以前よ

りも増して不安を抱えることが多くなった。

長引くコロナ禍の中，上手くストレスを解消

していく必要がある。そこで我々は，ストレス

解消と農業農村地域を結びつけることができ

ないかと考えた。

我々は，日常生活の会話から「叫ぶ」ことに

注目をした。現代を活きる私たちが思いっき

り叫ぶという体験をするには，カラオケなど

防音設備が整った閉鎖された場所に行かなけ

ればならない。しかし，人が少ない広大な地で

ある農業農村地域であれば，開かれた空間で

思いっきり叫ぶことができるのではと考えた。

大声を出すことは，笑いと同じ効果があり，

余命が ～ ヶ月が ～ ヶ月に伸びる可能性

がある 。また，大声を出すと，横隔膜を動か

すことになる。横隔膜には自律神経が集まっ

ているため，それに刺激を与えることができ

る。よって，自律神経の乱れを整えることがで

きる。さらに「やったー」「わっしょい」など

のプラス思考の言葉を言うことで， 細胞が

活性化される。

また，緑豊かな森林環境で滞在することに

より，交感神経活動の低下や，副交感神経活動

の上昇，さらには血圧と心拍数・脈拍数の減少

や，唾液コルチゾール濃度の低下を促す効果

がある 。特に近年，自然セラピーは予防医学

的効果があるとして関心が集まっている。

人が少なく広大な地である農業農村地域で

あれば，開かれた空間で思いっきり叫ぶこと

ができるのではと考えた。叫ぶことでストレ

スを発散させるため，農業農村地域で「やまび

こ選手権」という叫ぶことを楽しめるような

体験を提供するという提案をする。 

提案の概要

誰もいない山の麓で人が叫び，森林の中に

音を測定する機器を設置し，誰が一番大きな

声を出せるのか競う。また，誰にも言っていな

い告白や今の思いの丈を叫ぶ部門，歌部門な

どの部門別にして，表現を楽しむことができ

るようにする。

叫んでいる様子を録画し，測定した音声と

一緒にハッシュタグを付けて で発信する。

シェアされた物の中から最も好記録だった人

が優勝とする。そうすることで世界中の人が

見ることができ，周りに誰もいない場所で叫

ぶ声を世界の誰かが聴いているかもしてない。

この大声で叫ぶということを提案した目的

は二つある。一つは，「叫ぶ」という非日常的
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な体験を提供することで，発声者のストレス

を発散すること。もう一つは，中山間地などで

被害が深刻な獣害対策だ。シカやイノシシな

どの害獣が人里に下りてくることを大声で抑

制することができると考えた。

そこで，「農業電力と通信インフラが整備さ

れていないような農業農村地域」の具体例と

して，最寄りに人家がなく携帯電話も繋がら

ない三重大学生物資源学研究科 附帯施設演

習林をフィールドとして，音声の伝わり方な

どの実験を行った。

実験

目的

森林中に設置したマイクが拾った音から，

発声者の声を見分けることが出来るのかどう

かを調べる。

実験内容

発声者が立ち，声を出す場所を とし，そ

こから の地点にマイクを設置し

声を録音した。三重大学の陸上運動場と演習

林の中で実験を行った。それぞれの場所で 回

ずつ録音し，音声を周波数毎に解析した。

手前と奥にマイクを設置することで，

地点では雑音が多く声を分析できなかったと

しても， 地点で取った音から，どの周波数

がその人の声になっているのか分かるのでは

ないかと考えた。

また，森林と，周りに何も無く開けた場所で，

音の響きがどのように変化するのか，比較を

するために，運動場と演習林の 箇所での測

定を行った。

結果および考察

運動場の音声を図 ，演習林での音声を図

に示す。 地点も， 地点もほとんど同

じ形のグラフとなっている。よって， 離

れていても，人の声は雑音に紛れずに拾える

ということが分かった。

次に， から にかけて，運動場より

演習林の方が値の減少が大きい。ここから，森

林のような障害の多い場所では，音は遠くま

で届きにくい事が分かる。

これらに加えて，人の声を周波数分析する

ことで，その人の声の特徴を知ることができ

るという事も分かった。人の声の周波数は，お

おむね ～ である。しかし，この

実験結果では の音が出ている。この

ことから，発声者はかなり声の高い人である

ことが分かる。このように，人の声の違いを分

析することも，やまびこ選手権の楽しみの つ

に加わる可能性が出てきた。  

まとめ

「やまびこ選手権」の利点は，叫ぶことによ

るストレス発散，害獣対策などである。人の迷

惑にならずに，健康増進に寄与することが期

待でき，新しい観光ツアーへの発展が期待さ

れる。
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図図  11 運運動動場場のの音音声声  

図図  22 演演習習林林のの音音声声  
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